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神奈川県保健医療計画 進捗状況評価調書 

 

 

 

 

とりまとめ担当課：保健福祉局生活衛生部薬務課 

 

１ 課題に対する平成 26 年度の取組実績 

 

２ 参考指標の推移 

 

３ 課題ごとの進捗状況の評価 

（１）献血者の確保 

（１）献血者の確保 

 

→ 県、市町村及び県赤十字血液センター等が取組むべき献血推進施策を示した「平成 27

年度神奈川県献血推進計画」を策定した。 

→ 「献血の絵」ポスター展や「夏休み小中学生親子献血教室」等を開催し、若年層に対し

啓発を図った。 

→ 「愛の血液助け合い運動」「はたちの献血」の全国キャンペーンや、県独自の春と秋の

キャンペーンを通じて、献血に対する正しい知識と情報提供を行った。 

（２）血液製剤の適正使用 

 
→ 国が進める血液製剤の適正使用にかかる事業に協力するとともに、神奈川県合同輸血療

法委員会などを通じて、医療機関での適正使用を推進した。 

取組 

区分 

指標 

区分 
指標名 単位 

神奈川県 
出典等 

H24 年度 H25 年度 H26 年度 

(1) 県 献血者数実績及び目標達成率 人 
306,426 

(99.4%) 

301,114 

(96.8%) 

296,828 

(95.1%) 

県赤十字血液セン

ター 

(1) 県 献血量実績及び目標達成率 
リッ

トル 

126,028 

(99.4%) 

121,419 

(94.6) 

108,047 

(84.7%) 

県赤十字血液セン

ター 

評価 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ 

評価分析 
「平成 26 年度神奈川県献血推進計画」に基づき、県、市町村及び県赤十字血

液センター等事業を実施した。 

評価理由 

 献血者数については目標の約 95％、献血量については目標の約 85％を確保

し、ほぼ目的を達成するなど、課題解決に向けて、比較的順調に進捗してい

る。 

今後の取組み これまでと同様に、毎年神奈川県献血推進計画を策定するとともに、「献血

５事業５疾病用 

＜項目＞ 

第６章 患者の視点に立った質の高い医療体制の整備 

第６節 血液確保対策と適正使用 
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（２）血液製剤の適正使用 

 

４ 総合評価 

評価 評価理由 

Ｂ 
・血液確保対策と適正使用については、いずれの課題についても課題解決に向け

て比較的順調に進捗している。 

 

５ 特記事項 

の方向性 の絵」ポスター展等のイベントや各種キャンペーンを通じて啓発を図る。 

評価 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ 

評価分析 

・厚生労働省「平成 26 年度血液製剤使用適正化方策調査研究事業」としてア

ンケート事業を実施した。 

・また、神奈川県合同輸血療法委員会を１回開催し、本県の輸血療法の現状、

輸血に関する話題等を提供するとともに、医療機関での適正使用を推進した。 

評価理由 

 計画どおり、国が進める血液製剤の適正使用にかかる事業に協力するととも

に、神奈川県合同輸血療法委員会などを通じて、医療機関での適正使用を推進

するなど、課題解決に向けて比較的順調に進捗している。 

今後の取組み

の方向性 

・これまでと同様、国が進める血液製剤の適正使用にかかる事業に協力すると

ともに、神奈川県合同輸血療法委員会などを通じて、医療機関での適正使用を

推進していく。 

 


